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しょうがい者があたりまえに生きられる社会を実現するために
みやぎアピール大行動2023 120人参加！

9／3（日）障害者への偏見や差別の解消を訴える
「みやぎアピール大行動2023」が開かれ約120人が
参加。集会会場となったせんだいメディアテークで
は木村英子参議院議員を迎え＜しょうがい者があた
りまえに生きられる社会を実現するために＞テーマ
に講演、「健常者の理解がないと障害者が生きてい
くのは難しい」などと訴えました。
集会後、約100人が「障害者権利条約を守れ」な

どプラカードを掲げ、JR仙台駅前まで行進した。

みやぎ4病院再編統合･移転反対！
県議会開会日 市民の会アピール県庁前宣伝100人！

9/5（火）県議会開会日に、ともに市政を考える
仙台市民の会が呼びかけた、県庁前アピール行動に
は約100名の市民が参加。村井知事が新たに名取市
に民間精神病院誘致・公募を打ち出したこともあ
り、参加者からは知事の新提案を批判する発言が次
々出されました。

地域医療を守る共同行動みやぎ連絡会
宮城県情報公開条例違反のもと告知されている

県医療審議会病院部会開催に＜抗議＞県･審議会へ提出
9/4（月）地域医療を守る共同行動みやぎ連絡会

では、9月4日開催の県医療審議会病院部会が、7前
告示の原則とした県情報公開条例違反での告知（告
示1日）・開催となっていることについて「抗議文」
を村井知事及び県医療審議会医療部会宛に提出しま
した。
会見も行い「村井知事の意向が職員を縛り、本来

の形での開催ができていないのではないかと危惧す
る」と訴えました。
（写真左下／検討記者クラブ会見で訴える世話人（中央））

令和5年度 宮城県精神保健福祉審議会（第4回）
2023年9月13日（水）18:30-20:00
宮城県行政庁舎9階 第一会議室
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しょうがい者があたりまえに生きられる社会を実現するために
みやぎアピール大行動2023
集会120人！デモ行進100人！

9／3（日）障害者への偏見や差別の解消を訴える「みやぎアピール大行動2023」が開かれ約120人
が参加。集会会場となったせんだいメディアテークでは木村英子参議院議員を迎え＜しょうがい者が
あたりまえに生きられる社会を実現するために＞テーマに講演、「健常者の理解がないと障害者が生
きていくのは難しい」などと訴えました。
集会後、約100人が「障害者権利条約を守れ」などプラカードを掲げ、JR仙台駅前まで行進した。

しょうがい者があたりまえに生きられる社会へ
みやぎアピール大行動2023 アピール

「あたりまえに生きる」「自分らしく生きる」という言葉には、穏やかでとても積極的
な響きがある。誰もがそうありたいと願うだろう。
しかし、しょうがい者やマイノリティーにとってそれはとても難しい。多くの生きにく
さや障壁を一つひとつ破っていかなければ実現できないからだ。差別や偏見、無理解の
ほか、設備や制度の不備などである。
こうした生きにくさや障壁をなくしていくための闘いはいたるところで続けられてきた。
時に悔しさや怒りを力に変えて、動かぬ体を張って。「私たちの声を、思いを聞け」「私
たち抜きに私たちのことを決めるな」と。同じ地域、隣近所でともに生活することを求
め続けてきたのである。
こうした声によって、障害者権利条約や様々な法律、制度として形になりつつある。
とはいえ相談支援や介護制度といった地域生活を支える仕組みも「全国一律」という

掛け声とは裏腹に、地域格差が大きい。
本人や家族の意志に反して暮らす場、学ぶ場を分けられている状況も、大きな方針とし
ては転換されつつあるが、国や行政の関連施策からは必要な仕組みを積極的に整えよう
という意識は感じられない。
2022年8月には障害者権利条約批准後初めての対日審査が行われ、翌月には障害者権

利委員会からの総括所見が日本政府に示された。総括所見では、特に障害者の施設入所
を減らすための具体的な措置を迅速にとること、また、インクルーシブ教育を具体的に
進めることを強い言葉で求めている。これらのことは、長い間私たちが願い続けてきた
ことでもある。権利条約が当事者の声からできあがったことを忘れてはならない。
「あたりまえに生きる」「自分らしく生きる」という素朴な言葉に込められている意味

を今一度かみしめながら「共に生きる社会」を目指して、私たちは声を上げ続ける。
私たちはこれまで、障害者の生活をより困難なものにした障害者自立支援法に反対する
運動で連帯してきた。これからもこの場に集まった仲間、集えずとも同じ思いを強く持
っている仲間たちとともに、障害の有無やさまざまな立場を越え共に暮らせるみやぎを
つくっていこう。そして、本日、みやぎアピール大行動に結集した私たちは、自信と誇
りを胸に、17回目の街へ出よう。

2023年9月3日
みやぎアピール大行動2023 参加者一同
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私たちのことは、私たち抜きに決めないで！
～みやぎ4病院再編統合･移転～「緊急討論会」105名が参加！

7/1（土）村井知事が進める4病院再編構想に反対
する患者や医師ら105名が集い「緊急討論集会」が
宮城野区文化センターで開催されました。
精神医療に関わる2名の医師からは、県が4月に示

し医療コンサルタントの報告書を「地域特性を分析
していない」と批判し、「富谷市移転で県の財政負担
はさらに増す」ことも指摘され、「長年かけて築い
てきた地域の包括ケアを自ら捨てていいのか」と県
立精神医療センターの富谷市移転に反対の意見を述
べました。また、県精神保健福祉審議会の位置づけ
や議論にも触れた意見も出されています。
（写真左上／事態の深刻さを述べる参加者）

仙台市「子ども医療費助成」対象年令18歳年度末まで引き上げを！
子ども医療費ネットワークみやぎが仙台市へ要望書を提出！

6/29（木）子ども医療ネットワークみやぎでは仙
台市に対する「子ども医療費助成」対象年令18歳年
度末まで引き上げ等を求める要望書を提出しまし
た。ネットからは6団体8名が参加。仙台市こども若
者局から局長他5名が対応しました。
県内の子ども医療費助成対象年齢が15歳末までは

仙台市と白石市の2市のみとなっており、少子化問
題が深刻化する中で、県内の格差是正と共に、仙台
市としての役割を強調し訴えが参加者続きました
（写真左中／担当局長へ要望書を手渡す岩倉代表（右））

中央社保協2023年度
第1回国保改善運動学習交流集会
2023年7月16日（日）10時30分～16時30分

日本医療労働会館2階会議室＆オンライン

10:30～12:00「国民健康保険制度をめぐる動向と課題」
神田敏史氏（神奈川自治労連）

13:00～16:30 全国の国保改善運動の経験交流

申し込みQR

みやぎ社保協

FAXNEWS
2023年 7月 7日 Fri No.960

▶▶▶ スマホでも見やすくなって！毎日更新中！社保協Blog：https://syahokyo.blog.jp/



〒980-0022 仙台市青葉区五橋1-5-13
宮城県社会保障推進協議会

Tel 022-223-0566／ Fax 022-223-0977
e-mail miyagisyahokyo@bz04.plala.or.jp

子ども医療ネットワークみやぎ 県政記者クラブレクチャー
子ども医療費助成制度アンケートをスタート！

宮城県の乳幼児医療費助成制度の拡充を
求めてきた医師団体.医療団体.市民団体で構
成する「乳幼児医療ネットワークみやぎ」か
ら運動を引き継ぎ、2023年に名称を「子ど
も医療ネットワークみやぎ」に変更。新た
にアンケート活動や団体署名、市町村から
県への意見書を求める運動をスタートさせ
ています。
6/1（木）県乳幼児医療費助成拡充を求め、

取り組みをスタートするなど県政記者クラブ
で会見開き報道3社が対応しました
（写真／記者レクにはネット代表他5名が参加）

みやぎ高齢者問題を考える会 2023年度総会開催
5/31（水）みやぎ高齢者問題を考える会

（高齢者の会）では、2023年度総会と学習
会を開き11名が参加しました。
講演では「高齢者の権利とゆたかなくら

し-住み慣れた街で暮らし続けるために」と
題した講演が行われ、地域包括支援センタ
ーの現状やコロナ禍での自粛生活を余儀な
くされた高齢者実態など報告があり、参加
者からも身近な問題として活発な意見交換が
行われました。
（写真／総会会場市民活動サポートセンター）

地域医療を考える会（白石市）
白石市立公立刈田綜合病院

“小児科の継続を求める”署名活動スタート
地域医療を考える会（白石）では、2023年4月から公設民営の新しい病院になった刈田病院で、
今年6月末には小児科医師退職に伴う小児科の存続が危ぶまれている現状に市長及び市議会議長
宛の要望書を提出してきました。今回例会で市長宛「小児科の継続と医師確保を求める要望署名」
をさせることが決まり取り組みをスタートさせています。
今回（5/26）地域医療を考える会例会では、公設民営化後初めてのボーナス時期を迎えますが、

事業継承した医療法人側から夏期ボーナスはないことが明らかになり、継続雇用の職員には過酷な現
状も報告されました。

みやぎ社保協

FAXNEWS
2023年 6月 2日 Fri No.955

▶▶▶ スマホでも見やすくなって！毎日更新中！社保協Blog：https://syahokyo.blog.jp/



〒980-0022 仙台市青葉区五橋1-5-13
宮城県社会保障推進協議会

Tel 022-223-0566／ Fax 022-223-0977
e-mail miyagisyahokyo@bz04.plala.or.jp

みんなで考えよう介護保険！みやぎ県民フォーラム実行委員会
宮城県議会超党派との意見交換

“介護保険制度の抜本的改善を共に”
5/19（金）宮城県議会議員とみやぎ県民

フォーラム実行委員会との意見交換会が開か
れ、県議会議員12名、県民フォーラム実委8
名が参加しました。
実委からは2024年度法改正に向けた現場

の困難な実態改善に向けた介護事業所への
影響調査、担い手不足等の問題を指摘しな
がら、これまでの実委の取り組みなどを紹介
・報告が行われました。意見交流でも活発
な意見が出され、制度改善に向けた請願等
取り組みについても共有しながら懇談会の
継続も確認しました。

＜環境福祉常任委員会＞ 5/12 精神医療ユーザー・村井知事面談に触れて

“知事が移転ありきの話をしたのか？”
5/19(金)宮城県議会環境福祉常任委員会が

開かれ、県立精神医療センター移転問題に
触れた質疑がありました。
12日にあった当事者との知事懇談で、協

議が不調に終わったことの報道に触れ｢知事
が移転ありきの話をしたのか？|の問いに、
保健福祉部長からは｢知事は移転の必要性な
どを丁寧に自分の言葉で説明し、今後その方
向で進めたいという忌思表示をした｣(河北新
報より)と述べました。
翌日の報道に対し、知事懇談に臨んだ当

事者は｢県知事からのたっての要望で急速懇
談に臨んだが、知事は冨谷移転ありきの前提で我々当事者に話の場を設けるよう依頼してきた。移転
に反対する我々の要望を無視した姿勢では協議にならないのでお断りした。｣と述べました。

第28回 宮城県社会保障推進協議会総会
2023年6月23日（金）18:00-20:00（会場＆ZOOM）

宮城県保険医協会研修室
（仙台市青葉区本町2-1-29 仙台本町ホンマビル4階）
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